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背景

電動車駆動モータの部分放電開始電圧を計測します。

インバータサージ模擬電圧印加による
電動車駆動モータの部分放電開始電圧計測

Cat.No 3E2J-218-00-220826

電動車駆動モータは、インバータにより、高速でスイッチン
グを行うことで駆動されており、スイッチング速度が上昇す
ると、モータのコイル間に加わるサージ電圧が上昇します。
コイル絶縁皮膜の部分放電開始電圧よりもサージ電圧が
大きい場合は、コイル線間に部分放電が発生（図1）し、
モータの絶縁性能を劣化させる問題が生じます。

当社では、電動車駆動モータに対して、上記インバータ
サージを模擬した電圧を印加し、部分放電開始電圧を
計測できます。

表1 インパルス部分放電試験機と部分放電アンテナの仕様

図1 部分放電発生とサージ電圧、部分放電開始電圧の関係

試験概要・仕様および測定事例

表1にインパルス部分放電試験機と部分放電アンテナの
仕様を示します。図2に、インバータサージを模擬した電圧
（インパルス電圧）を供試材（モータ）に印加し、部分放電開
始電圧を計測する状況を示します。図3にモータを用いた
試験結果を示します。4回以上の部分放電発生が3751 Vで
確認されました。

なお、本手法で、モータのみならず巻線や絶縁紙なども
計測できます。

● 試験条件

(1) 印加開始電圧：0.5 kV
昇圧ステップ： 100 V（昇圧；500、600、700 V・・・）
印加パルス数：各10回

（各電圧でインパルス電圧を10回印加）

(2) 判定基準

・ 部分放電開始電圧
インパルス電圧印加10回中4回以上で部分放電が
発生した電圧

・ 部分放電発生と判断する電磁波レベル
-75 dBm （放電電荷量約110 pC相当）以上
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図2 モータへのインバータザージ模擬
電圧印加による部分放電開始電圧計測状況
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部分放電開始電圧：3751 V
最大電磁波レベル： 41.7 dBm

（放電電荷量約500 pC相当）

図3 インバータザージ模擬電圧印加による
モータの部分放電開始電圧計測結果


